
第 72回関東地区高等学校PTA連合会大会 群馬大会 参加報告 

 

開催日 令和８年７月３日(金) 

会 場 高崎市 群馬コンベンションセンター（G メッセ群馬） 

主 催 関東地区高等学校ＰＴＡ連合会 

主 管 群馬県高等学校ＰＴＡ連合会 

参加者 山﨑校長先生、岡、柏木、小坂、早川、村岸、稲田 

 

群馬大会スローガン  

メインテーマ 『自ら考え行動できる子どもたちを育むためにＰＴＡとしてできること』 

サブテーマ 

 一 自ら学び、考え、判断・行動できる人材の育成を支援する。 

 一 自他の生命の大切さを認識し、心身の健康について理解できる人材の育成を支援する。 

 一 多様性を尊重し、いじめや差別をしない人材の育成を支援する。 

 一 学校・家庭・地域社会が連携して、生涯にわたる学びを支援する。 

 一 時代の変化に対応した教育や情報化社会に適切に対応できる教育を支援する。 

 

大会前半 

■開会式 

・国歌斉唱 ・主催者挨拶 ・来賓祝辞 ・表彰状授与 ・感謝状授与 ・大会宣言文紹介 

 

■記念講演 

【講 師】 株式会社ホットランドホールディングス 代表取締役社長 佐瀬 守男 氏 

【演 題】 「夢をかたちに」 

 『人生 山あり谷あり いろいろあるのはあたりまえ 

だったらどうする？ 目一杯 精一杯 生きる！』 

  佐瀬氏は 1962 年、群馬県桐生市に生まれる。 

東京の専門学校卒業後、故郷の群馬県桐生市に戻り、焼きそばとおむすびの専門店「ホットランド」を

創業。1997 年からたこ焼専門店「築地銀だこ」を全国に出店し、海外進出も果たす。 

 今回の講演では、佐瀬氏の創業当初の思い出や仲間とのエピソードを交えながら、これまで歩んできた

道のりが語られた。お話は終始あたたかく、時にユーモアもあり、氏の人柄がそのまま伝わってくるよう

だった。 

●所感 

特に印象的だったのは、創業期の苦労についての話である。思うようにいかない日々が続きながらも、

「夢をかたちにしたい」という強い気持ちを支えに、ひたむきに努力を重ねてきたという。困難を前にし

ても決して諦めず、仲間とともに前へ進もうとする姿勢は、聞いているこちらの胸にも深く響いた。ま

た、佐瀬氏は商売に対する考え方についても語られた。商売とは単に商品を売ることではなく、「お客様に

喜んでもらうことが何より大切」であり、そのために誠実であること、感謝の気持ちを忘れないこと、そ

して仲間を大切にすることが欠かせないという。氏の言葉はどれも飾り気がなく、実際に現場で積み重ね

てきた経験から生まれたものだと感じられた。 

こうした佐瀬氏の思いは、氏が創り上げた「築地銀だこ」に詰まっている。だからこそ、いつ食べても

美味しく、食べた瞬間に幸せな気持ちになれるのだと改めて感じた。今後「築地銀だこ」をいただく際に

は、氏の言葉や姿勢を思い出しながら味わいたい。 

 

 



大会後半 

■アトラクション 群馬県立安中総合学園高等学校 

和太鼓部・ダンス部 

■学校・ＰＴＡ紹介 

【第 1 発表】 茨城県立太田第一高等学校・附属中学校 

発表テーマ 「生きる力を支援するＰＴＡ活動」 

発 表 者  ＰＴＡ会長 齋藤 明彦 氏  ＰＴＡ副会長 髙橋 美紀 氏 

①学校紹介 

  茨城県立太田第一高等学校は明治 33 年（1900 年）に創立し、今年度で 126 年目を迎える伝統校であ

る。茨城県北部の山間部に位置し、北には阿武隈山地、南には久慈川流域の田園が広がる、自然豊かな

環境にある。高校には全日制と定時制が併置されているが、定時制は来年度末をもって閉課程の予定で

ある。附属中学校は開校 7 年目を迎え、昨年度 3 月には一期生が高校を卒業した。 

②ＰＴＡ紹介 

  本校では多くの生徒が大学等への進学を希望していることから、保護者も受験への関心が高く、毎年

5 月のＰＴＡ総会後には、高校 3 年生の保護者向けに「進路講演会」を実施している。また毎年 9 月に

は「ＰＴＡ講演会」を開催し、〈生きる力〉の「知育＝確かな学力」と「徳育＝豊かな人間性」を育むた

め、家庭でできる支援について講師の先生からお話をいただいている。 

ＰＴＡ評議員（専門委員会）は「広報委員会」「研修委員会」「生徒支援委員会」の 3 委員会があり、

年 1～2 回の活動を行っている。ＰＴＡ活動を通して保護者と教員の連携を深め、家庭と学校が協力し

て子どもたちの〈生きる力〉を育むことを願っている。 

 

【第 2 発表】 栃木県立足利高等学校 

発表テーマ  「私たちが考えるＰＴＡ」 

発 表 者  校長 宇都木 修一 氏  前ＰＴＡ会長 池田 武史 氏 

①学校紹介 

  栃木県立足利高等学校は栃木県の南西部、足利市の中心部に位置し、歴史的な名所である足利学校や 

鑁阿寺があり、文化的にも落ち着いた環境にある。令和 4 年度に旧足利高等学校と足利女子高等学校が

統合され、共学化した進学校である。本校の特色は栃木県初の進学に重点を置く普通科単位制を導入し

た高校であり、多様な学校設定科目や数学や英語におけるきめ細やかな習熟度別授業、難関国立大学に

適応した教育課程が特徴である。 

②ＰＴＡ紹介 

本校ＰＴＡは「本部」「総務部」「広報部」の 3 つの組織からなり、各部は 14～15 名の役員で構成さ 

れ、組織は分かれているが、お互いに協力しながら子どもたちの学校生活を支える活動を行っている。

また「できる時に、できる方が、できる形で」を基本方針として活動している。 

●所感 

発表校 2 校の共通点として、負担軽減を意識しながらも「必要な支援を必要な時に行う」という方針の

もと、学校に欠かせない支援活動を継続している点が印象的だった。また、ＰＴＡ役員が「まず自分たち

が楽しく活動することが大切」と考えている姿勢にも共感した。特に心に残ったのは、足利高校ＰＴＡの

「子どもたちが卒業する時に『足利高校で良かった』と思ってくれること。卒業する時にそう思ってくれ

たら私たちの活動は大成功です！」という言葉であった。 

 

■閉会式 

・主催者挨拶 ・次期開催県発表、挨拶 

◎来年度は、令和 9 年 7 月 9 日(金)に茨城県での開催が予定されている。   

(文責 本部) 

和太鼓部 ダンス部 


